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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年2月24日(2011.2.24)

【公開番号】特開2003-96253(P2003-96253A)
【公開日】平成15年4月3日(2003.4.3)
【出願番号】特願2001-286666(P2001-286666)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/16    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   7/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   9/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  11/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月7日(2011.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この他にもゴム部材中にハイドロタルサイトを添加した耐水性ゴム（特開平６－２００
０８０）や、エチレン－プロピレン－エチリデンノルボーネン共重合ゴムを使用したバタ
フライ弁用のラバーシート（特開平５－４４８５７）や、オレフィン共重合体ポリマーに
有機不飽和シランとラジカル発生剤とシラノール重合触媒及び酸化防止剤からなる給水給
湯器用のゴムホース（特開２０００－２１９７８５）が提案されている。さらには、エチ
レンプロピレンゴムとブチルゴムとからなるブレンドゴムにシリカ系充填剤を耐塩素水性
ゴム組成物が提案されている。（特開平４－３５３５４３）
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
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【表７】

 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　前記各表の成分記号等は以下を意味する。
（ａ）主鎖に２重結合を実質的に有しない飽和系合成ゴム・エスプレン５２４：住友化学
工業社製エチレン－プロピレン－ジエンゴム（ＥＰＤＭ）
・ゼットポール１０２０：日本ゼオン社製 水素化ニトリルブタジエンゴム（Ｈ－ＮＢＲ
）
（ｂ）主鎖に２重結合を有するゴム素材及び／又は主鎖に２重結合を有する合成樹脂・Ｉ
Ｒ２２００：日本ゼオン社製ポリイソプレンゴム（ＩＲ）
・ニッポール１０４１：日本ゼオン社製 ニトリルブタジエンゴム（ＮＢＲ）
その他のゴム・バイトン Ｅ６０Ｃ：デュポン・ダウ・エラストマー社製 フッ素ゴムで、
加硫剤は系中に既に含有されている。
・ブチル３６５：日本ブチル社製 不飽和３％のブチルゴム（ＩＩＲ）
（ｄ）加硫剤及び（ｅ）加硫促進剤加硫系１（硫黄系）
・ノクセラーＣＺ：大内新興化学社製 加硫促進剤・ノクセラーＴＲＡ：大内新興化学社
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製 加硫促進剤・ノクセラーＭ：大内新興化学社製加硫促進剤・ノクセラーＴＴ：大内新
興化学社製 加硫促進剤・アクチングＳＬ：吉富製薬社製 加硫促進剤加硫系２（パーオキ
サイド系）
・ＴＭＰＴ：トリメチロールプロパントリアクリレート・パーヘキサ２５Ｂ：日本油脂社
製有機過酸化物・ペロキシモンＦ４０：日本油脂社製 有機過酸化物（ｃ）充填剤ＦＥＦ
カーボン：旭カーボン社製その他ノクラツクＣＤ：大内新興化学社製 老化防止剤ノクラ
ックＭＢ：大内新興化学社製 老化防止剤ＴＰ－９５：三洋貿易社製可塑剤
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